





































































階調（ビット深度） 8/10 bit 10/12 bit
色域（カバー率） BT.709 （74.4 ％） BT.2020 （99.9 ％）
HDR 非対応（SDR） 対応






















































































































































































































































































ラ ポ ン 当 た り の 伝 送 容 量 を 約２倍 の100 
Mbpsに増強し，これを4K番組２～３チャン
ネル，8K番組１チャンネルに割り当てるこ
とになりました。しかしながら，UHDTVの
映像は元のデータサイズもHDTVに比べて大
幅に増加していますので，伝送容量の増強と
同時に映像信号の圧縮効率も高めることが必
須となります。そこで4K・8K番組の映像信
号に対しては，従来のMPEG-2と比較して４
倍以上の圧縮効率を示すといわれる，新しい
動画像圧縮規格のH.265/HEVCが適用される
ことになりました。
2018年12月開始予定の新4K8K衛星放送で
は，新たに110度CS（東経110度の静止軌道上
に打ち上げられた通信衛星の通称）の活用と共
に，BSによる4K放送事業者の新規参入が予
定されています。これに先立ち，既存のBS
放送の帯域再編（割り当て周波数の変更）が
行われ，新たにトラポン１つ分が4K放送枠
に確保されました。さらに，重複する帯域間
の干渉を避けて電波の利用効率を高めるた
め，これまでのBS/CSが採用していた右旋円
偏波（電界の振動方向が衛星から見て時計回り
に回転する偏波方式）に加えて，左旋円偏波
で送信される電波も使用されるようになりま
す。
このため，左旋円偏波を用いた新しい放送
波を受信するためには，4K・8K放送対応の
テレビやチューナーを用意するだけでなく，
パラボラアンテナや宅内の配線機器を左旋対
応のものに交換することも必要となります。
いち早く新4K8K衛星放送を家庭で体験した
いとお考えの方はこの点にご注意ください。
4K・8Kテレビの課題と展望
先に述べたように，4K・8Kテレビの推奨
観視距離は画面高の0.75倍とされています。
これは90 cmの視距離に対して約120 cmの画
面高に相当し，100インチ超の大型ディスプ
レイによって8Kの真価が発揮されることを
意味します。しかしながら，一般的な日本の
家屋にこのサイズのディスプレイを設置する
ことはハードルが高く，集合住宅などではエ
レベータなどの搬入経路の確保すら困難にな
ることが予想されます。
この問題は，高輝度の8K対応プロジェク
タによってある程度解決できますが，常時明
るいリビングルームなどではその特性を発揮
できないと考えられます。そこで現在，薄
型・軽量なフレキシブルディスプレイの開発
が進められています。これは，自発光型デバ
イスである有機ELの原理に基づくシート型
のディスプレイをプラスチックフィルム上に
作製することで，使用しないときにはポスタ
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ーのように丸めて収納・持
ち運びができるという画期
的なものです。すでにガラ
ス基板を用いた4K対応有
機ELディスプレイは商品
化されていますが，これを
プラスチックフィルムに置
き換えるためには，酸素や
水蒸気の透過率を抑えて長
寿命化を図ることが課題と
なっています。
また，図４に示す22.2 ch
サラウンド音響システム
は，使用するスピーカーの多さから一般家庭
への導入は困難を伴います。これに対し，前
方に設置した少数のスピーカーや直線状に配
置されたラインアレースピーカーと呼ばれる
装置によって22.2 chサラウンドと同等の音
響効果を実現する，バーチャルサラウンド技
術が開発されており，ディスプレイ内蔵型の
デバイスも提案されています。
家庭に4K・8Kテレビが普及すると，個人
で撮影した映像もできるだけ高画質で楽しみ
たくなるのが心情でしょう。ディジタルカメ
ラの心臓部ともいえる撮像素子は，１画素当
たりの受光面積が小さくなるほど雑音の影響
が大きくなるため，高解像度化と小型化の両
立は一般に困難とされます。しかし，すでに
4K動画像を撮影可能なスマートフォンが登
場しており，8K撮影に対応した小型撮像素
子の試作品も発表されています，一方，膨大
なデータ量を有する4K・8K映像を記録・保
存するためには高効率な動画像圧縮技術が必
須です。4K・8K放送で採用されたH.265/
HEVCは演算量が大きいため，現状では8K
映像をリアルタイムで圧縮するためには専用
のハードウェアが必要となります。今後，
PCやスマートフォンの処理能力向上や専用
ハードウェアの小型チップ化によって，
4K・8Kの高画質映像が個人でも手軽に扱え
るようになることが望まれます。
おわりに
2020年の東京オリンピック・パラリンピッ
クというビッグイベントを控え，さらに2011
年の地上アナログ放送終了に合わせてHDTV
規格のテレビを購入した消費者が買い替えの
時期を迎えることから，大型テレビの購買需
要が高まることが期待されています。この機
に乗じようと，4K・8Kの普及を促進しよう
とする放送事業者や映像機器メーカの取り組
みも活発になってきました（写真）。一部に
は8Kの仕様はオーバースペックで，4Kが今
後の本命であるとの論調もありますが，8K
画質の映像で得られる臨場感は格別で，一度
は体験する価値があると思います。新4K8K
衛星放送の開始により，パブリックビューイ
ングなど8K映像を体験できるイベントも増
える予定ですので，機会があれば是非8K映
像による究極の画質をご堪能ください。
また，8Kを支える数々の映像技術は，医
療やセキュリティなど幅広い分野に革新をも
たらす可能性があります。映像技術の研究に
従事する立場として，個人的には関連技術の
展開にも目が離せません。読者のみなさんに
とっても，本稿が最新の映像技術に関心を持
つきっかけとなれば幸いです。
写真　国際放送機器展InterBEE2017にて
　　　（筆者撮影）
